
●交通アクセス●

地下鉄 桜通線「桜山」駅下車、3番出口より徒歩約3分

市バス＜金山市営バスターミナル＞ （バス所要時間約15分）

金山12「妙見町」「金山（桜山経由左回り）」行にて
「市立大学病院」下車

金山14「瑞穂運動場東」行にて
「市立大学病院」下車

●問い合わせ●

名古屋市立大学 看護実践研究センター
〒467－8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1
E-mail n.center@med.nagoya-cu.ac.jp
TEL 052-853-8042 FAX 052-853-8042
TEL 052-853-8037（不在時）

日 時

会 場

定 員

参加費

ホームページ

2020年2月27日（木） 1８:０0〜1９:３0（受付17：30〜）

名古屋市立大学病院 大ホール（病棟・中央診療棟3階）

300人（先着順、申込み締切 2月17日、申込み方法 裏面参照）

http://www.nagoya-cu.ac.jp/nurse/center/index.html

1,000円（資料代、なごや看護学会 会員は500円）

医療従事者が健康でかつ活き活きと働くことは、良質のケアを提供する上

で重要な課題です。本講演では、近年、職場のメンタルヘルスの新しい鍵

概念として注目されている「ワーク・エンゲイジメント」を取り上げ、その

考え方とワーク・エンゲイジメント向上に向けたアプローチを紹介します。

ワーク・エンゲイジメントとは、熱意、没頭、活力の3つがそろった状態

であり、ワーク・エンゲイジメントの高い従業員は、活力にあふれ、仕事に

積極的に関与するという特徴を持ちます。ワーク・エンゲイジメントの考え

方は、健康な労働者がさらに健康になるためだけではなく、働くすべての

人が、本人なりの強みをのばすことで、活き活きと働くことにつながる概念

です。これは、バーンアウトの対概念として位置づけられるものです。

看護部門の人事労務に携わる方々だけでなく、活き活きと働くことに関心

をお持ちの保健医療福祉関係職者のご参加をお待ちしております。

2020年、名古屋市立大学は
開学70周年を迎えます


